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愛媛県喜多郡

長浜町役場

印刷所 岸本印刷所

4月の人口動態
男 8.20 1 
女 8.778
計 16.0 7 9 
世帯数 4.0 9 0 

(末日現在)
死亡 10
離婚。

出生 27
婚姻 14

合
同
態
霊
祭
柊
る

世
界
に
つ
な
が
る
赤
十
字

赤
十
字
の
仕
事
資
金
の
募
集
を

み
ん
恕

カ
で

て
い
る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
常
に
幸
福
を
望
ん
で
い

る
わ
れ
わ
れ
の
行
く
手
に
は
、
あ
ら
ゆ

る
災
害
が
あ
り
、
こ
れ
を
の
り
こ
え
て

行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
中
で

も
、
天
災
地
変
は
、
い
つ
く
る
か
、
全

く
予
測
す
る
こ
と
が
で
含
な
い
も
の
で

す。
こ
れ
が
、
ひ
と
た
び
き
た
と
な
る
と

被
害
は
大
き
く
、
一
時
の
間
に
、
人
類

の
幸
福
を
根
こ
そ

F
、
う
ば
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

長浜高校講堂で写す

去
る
四
月
二
十
八
日
、
午
前
九
時
半

か
ら
、
長
浜
高
等
学
校
講
堂
で
、
戦
没

者
六
百
三
十
九
往
を
招
魂
し
て
長
浜
町

慰
霊
祭
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ζ

の
慰
霊
祭
に
は
、
ら
い
ひ
ん
多
数

参
列
さ
れ
、
盛
大
か
っ
、
厳
粛
に
と
り

写真は昭和38年度長浜町合同慰霊祭

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

参
集
さ
れ
た
遺
族
の
方
々
は
、
今
は

な
き
英
霊
の
あ
り
し
日
を
回
顧
さ
れ
、

追
慕
の
一
波
も
新
た
な
ご
ょ
う
す
で
し
た

ま
た
、
町
長
な
ら
び
に
、
末
、
氷
県
議

か
ら
、
滋
励
の
こ
と
ば
を
受
け
、
遺
族

の
方
は
、
激
励
の
こ
と
ば
な
ら
び
に
、

こ
の
慰
霊
祭
を
通
じ
、
明
日
か
ら
、
平

和
な
町
づ
く
り
に
、
ま
い
し
ん
す
る
覚

陪
を
あ
ら
た
に
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
沖
縄
方
面
戦
没
者
英
霊

に
巡
拝
の
た
め
、
出
石
寺
の
、
老
い
ん

げ
ん
神
山
諦
ば
ん
氏
と
同
行
さ
れ
た
大

野
雅
幸
氏
か
ら
、
現
地
に
お
け
る
慰
霊

祭
の
模
様
お
よ
び
、
途
中
の
経
過
に
つ

い
て
、
く
わ
し
く
報
告
が
あ
り
、
遺
族

代
表
か
ら
、
祭
主
に
対
し
て
謝
辞
が
あ

っ
て
、正
午
頃
、
散
会
せ
ら
れ
ま
し
た
。

./"'.、、

毎
年
の
よ
う
に
、
暴
風
雨
の
被
害
、

あ
る
い
は
、
風
水
害
が
多
い
と
い
う
事

実
は
、
人
力
の
及
び
が
た
い
宿
命
と
も

い
う
べ
ぎ
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
脅
威
ゃ
、
お
そ
る
ベ
母
、

不
幸
を
救
護
す
る
の
が
、
日
本
赤
十
字

社
の
仕
事
で
す
。

そ
の
主
な
も
の
は

赤
十
字
社
員
制
度
は

山
社
員
リ
年
額
百
円
以
上
の
社
費
を

納
め
た
方
(
累
計
額
が
一
千
円
に
達
し

毎
月
七
日

わ
た
し
た
ち
の
毎
日
の
生
活
の
中
で

健
康
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
に
つ
い

て
は
、
い
ま
さ
ら
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。健
康
の
日
と
は

こ
の
秋
に
は
、
オ
リ
シ
ビ
ッ
ク
東
京

大
会
が
開
か
れ
ま
す
が
、
こ
れ
を
機
会

に
み
ん
な
が
、
健
康
の
尊
さ
を
、
よ
り

い
っ
そ
う
理
解
し
、
み
，
す
か
ら
そ
の
増

進
を
図
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。健
康
増
進
運
動
の
具
体
的
な
実
践
呂

意見を待つ社会福祉ポスト

町
を
明
る
く
す
る
為
の
芦
を

社
会
福
祉
ポ
ス
ト
へ

長
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
み

な
さ
ん
の
生
活
の
身
近
な
問
題
点
を
、

ζ

の
社
会
福
祉
ポ
ス
ト
に
反
映
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
明
る
い
町
づ
〈
り
の
、
か

て
と
致
し
た
い
と
患
い
ま
す
。

ど
ん
な
問
題
で
も
、
結
構
で
す
か
ら

ど
し
ど
し
建
設
的
な
と
意
見
を
、
こ
の

ポ
ス
ト
に
入
れ
て
下
さ
い
。

そ
の
ご
意
見
は
、
私
た
ち
代
表
者
の

会
議
で
検
討
し
て
、
少
し
で
も
実
現
に

近
づ
け
、
豊
か
で
、
幸
せ
な
町
っ
く
り

に
つ
と
め
ま
す
。

な
お
、
こ
の
ポ
ス
ト
は
、
各
地
区
の

農
協
ま
た
は
、
公
民
舘
な
ど
に
お
い
て

い
ま
す

ま
た
、
一
時
、
あ
る
い
は
、
数
回
に
一

社
費
か
、
寄
附
金
を
十
万
円
以
上
納
め
一

た
方
は
、
金
色
有
効
章
が
お
く
ら
れ
ま
…

す。
赤
十
字
活
動
へ
の
参
加

み
な
さ
ん
方
が
、
す
す
ん
で
、
社
員
守

に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
社
員
組
織
を
確
一

立
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
赤
十
字
選
一

動
の
ね
ら
い
で
す
。

み
な
さ
ま
方
、
こ
の
運
動
に
ど
参
加
一

い
た
だ
き
、
健
康
で
、
明
る
い
幸
福
な
一

社
会
を
う
み
だ
す
よ
う
、
こ
と
し
も
、

町
の
目
標
額
十
八
万
七
千
百
円
の
完
遂

に
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
一

× 

× 

× 

× 

× 

× 

lま
藤

の

日

標
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

カ
み
ん
な
で
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

大
つ
り
あ
い
の
と
れ
た
栄
食
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

交
じ
ゅ
う
ぶ
ん
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ

ヤつ。

カ
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ム
H

街
生
的
な
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う

(
な
お
、
七
日
が
「
健
康
の
日
」
に

選
ば
れ
た
の
は
、
世
界
保
健
機
関

(
W

H
O
)
の
「
世
界
保
健
デ
l
」
が
、
四

月
七
日
に
当
っ
て
い
る
こ
と
に
由
来
し

て
い
る
。
)

六
月
の
実
践
事
項

〈
〉
つ
ゆ
ど
ぎ
の
衛
生
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

①
手
を
き
れ
い
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

(
夏
を
健
康
に
す
ご
す
為
、
夏
に
多
い

消
化
器
の
伝
染
病
に
は
と
く
に
注
意
し

食
事
や
調
理
の
際
に
は
、
必
ず
手
洗
い

を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。
)

①
衣
服
の
衛
生
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
(
つ
ゆ
ど
き
は
、
と
か
く
、
不
潔

に
な
り
や
す
い
と
き
で
す
。

つ
ね
に
、
衣
服
は
清
潔
に
保
ち
、
快

適
で
健
康
な
生
活
が
で
ぎ
る
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
)

①
む
し
歯
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う

(
最
近
、
発
育
期
に
あ
る
幼
児
ゃ
、
学

童
の
む
し
歯
、
成
人
の
、
歯
そ
う
の
う

ろ
う
な
ど
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

家
族
そ
ろ
っ
て
、
歯
の
健
康
診
断
を

受
け
、
む
し
歯
は
、
早
期
に
、
手
当
て

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
)

各
戸
に
「
日
の
丸
」
を

掲
げ
ま
し
ょ
う

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

が
呼
び
か
け

こ
と
し
は
、
ォ
リ
シ
ビ
ッ
ク
東
京
大

会
が
関
か
れ
る
年
で
す
。

前
納
制
度
の
利
用
を

国

民

年

金

保

険

料

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
、
区

長
さ
ん
に
集
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
で
を
れ
ば
一
年
分
を
ま
と
め
て
、

前
納
し
て
い
た
だ
く
と
と
に
協
力
し
て

オ
リ
ノ
シ
ビ
ッ
ク
に
掲
げ
ら
れ
る
「
日

の
丸
」
を
機
会
に
、
私
た
ち
老
人
ク
ラ

ブ
で
は
、
こ
と
し
の
活
動
目
標
と
し
て

「
日
の
丸
」
合
掲
げ
る
運
動
を
、
お
し

す
す
め
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

「
日
の
丸
」
は
、
世
界
に
認
め
ら
れ

た
、
日
本
国
の
ジ
シ
ポ
ル
で
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
「
日
の
丸
」
を
掲
げ
る

運
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。

下
さ
い
。

と
く
に
、
農
家
の
方
な
ど
で
、
ま
と

ま
っ
て
収
入
の
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
、

ぜ
ひ
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
前
納
に
は
、
一
年
、
三

年
、
十
年
、
ま
た
は
、
六
十
才
ま
で
の

全
期
間
と
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
、
前
納
し
て
い
た
だ
き
ま

す
と
、
毎
月
集
め
て
い
た
だ
く
区
長
さ

ん
も
、
ま
た
、
役
場
の
事
務
の
面
で
も

非
常
に
手
数
が
は
ぶ
け
ま
す
。
前
納
期

間
の
E

買
い
ほ
ど
割
引
率
も
有
利
で
す
。

で
き
る
だ
け
こ
の
前
納
制
度
を
利
用
し

て
下
さ
い
。

保
険
料
を
前
納
し
た
方
が
、
厚
生
年

金
な
ど
に
、
は
い
り
、
資
格
が
な
く
な

っ
た
以
降
の
保
険
料
は
、
還
付
さ
れ
ま

す。
な
お
、
前
納
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す

方
は
、
区
長
さ
ん
に
、
そ
の
旨
申
し
こ

ん
で
下
さ
い
。

[前均時年令|前納期間|鳩山場合|前納額|害IJ引額

年 1.200円! 1.170円! 30円

20 才
3 年 3.600 3.330 270 
10 年 12.000 9，310 2.6叩
40年元納 68.000 23.540 39.460 
l Z! 1.200 1.170 30 

25 才
3.600 3.330 270 

10 年 12.000 9.310 2.690 
35年完納 5UOO 23，860 33.140 
年 1. 200 1.170 30 

30 才
3 年 l 3.600 3.330 270 
10 年 15，000 11. 330 3，670 
30年完納 51.000 24.300 26.700 
年 1. 800 1. 760 40 

35 才
3 年 5.400 5.000 400 
10 年 18.000 13.970 4.030 
25年完納 45.000 24.860 20.140 
年 1.800 1. 760 40 

40 才
3 年 5.400 5.000 400 

18.000 13.970 4.030 
20年完納 36.000 22.150 13.850 
l 年 1.800 1 760 !Q_I 
年 5.400 5.000 400 

45 才 10 年 18.000 13.970 4.030 
15年完納 27.000 18.600 8.400 
1 年 1.8'00 1. 760 40 

50 才 5.400 5.000 400 
10年完納 18.0110 13.970 4，030 

保険料の前納額

前納時の年令によって金額に差があるのは、保険料が35才未満

は月100円、 35才以上は月150円だからです。
注
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時
一
一
こ
と
し
も
、
赤
十
字
運
動
が
展
開
さ

J
一
一
れ
て
い
ま
す
。
赤
十
字
を
盛
ん
に
す
る

q

l

 

昭
一
一
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
に
ひ
と
り
で
も
多

一
一
く
、
赤
十
字
を
知
っ
て
頂
く
こ
と
で
す

一
一
赤
十
字
を
知
っ
て
頂
け
ば
、
樗
愛
と

一
一
人
道
に
基
く
、
尊
い
こ
の
運
動
に
反
対

斗
一
一
す
る
方
問
ま
ず
な
い
で
し
ょ
う
。

(
一
一
生
ぎ
る
も
の
は
、
す
べ
て
、
そ
の
生

一
一
涯
を
苦
痛
の
な
い
健
康
で
、
豊
か
で
明

一
-
る
い
平
和
な
も
の
で
あ
り
た
い
と
願
つ

な

社整会
1 日又 ， ~ 

会型よ
福 2長
祉書構
ポZ
ス
ト

た
と
き
は
、
社
長
か
ら
謝
状
が
お
く
ら

れ
ま
す
。
)

間
特
別
社
員
H

十
カ
年
継
続
し
て
年

額
三
百
円
以
上
ま
た
は
、
一
時
、
も
し

く
は
、
数
回
に
、
三
千
円
以
上
の
社
費

を
納
め
た
方
(
章
銀
特
別
社
員
章
が
お

〈
ら
れ
ま
す
。
)

ま
た
、
一
時
も
し
く
は
、
数
回
に
、

一
万
円
以
上
の
社
費
を
納
め
て
い
た
だ

の
災
害
救
護
②
医
療
事
業
と
血
液
い
た
方
(
金
色
特
別
社
員
章
が
お
く
ら

事
業
③
看
護
婦
の
養
成
③
巡
回
診
れ
ま
す
。
)

療
⑤
家
庭
一
看
護
⑥
救
急
法
と
水
上
と
こ
ろ
で
、
昭
和
三
十
一
年
三
月
ま

安
全
法
爪
赤
十
字
奉
仕
団
⑦
青
少
で
に
加
入
し
て
、
社
費
を
一
納
め
て
い
る

年
赤
十
字
⑦
身
体
障
害
者
の
福
祉
方
は
、
累
計
額
が
、
千
円
に
達
し
た
と

⑬
医
療
援
護
⑪
在
日
朝
鮮
人
の
北
詳
き
、
章
銀
特
別
社
員
章
が
お
く
ら
れ
ま

帰

還

な

ど

で

す

。

す

。

間

有

効

章

l

一
時
も
し
く
は
、
数
回

に
、
社
自
民
ま
た
は
、
寄
附
金
品
、
を
、
五

万
円
以
上
納
め
た
方
は
、
ヰ
一
享
銀
有
効
章

が
、
お
く
ら
れ
ま
す
。
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I I 
知
事

児
童
は
.
人
と
し
て
尊
ば
れ
る
。

社
会
の
一
員
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
る

よ
い
環
境
の
中
で
育
て
ら
れ
る
。

児
童
憲
章
'
・
:

こ
と
し
も
、
五
月
五
日
の
「
子
供
の

日
」
か
ら
十
一
日
ま
で
の
一
週
間
を
、

児
童
福
祉
週
間
と
定
め
、
子
供
の
健
全

な
育
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
全
国
的
な
運

動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

県
で
は
、
こ
の
期
間
中
、
立
派
な
活

識
を
行
っ
て
い
る
十
四
の
優
良
な
子
供

昌
司
也
表
彰
し
ま
し
た
が
、
長
浜
町
大
和

一
』
子
供
会
が
、
そ
の
優
良
子
供
会
と

k

て
知
事
か
ら
認
め
ら
れ
、
五
月
十
日

に
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

惑
に
輝
y
A

二子

こ
の
子
供
会
は
、
昭
和
三
十
二
年
四

月
に
結
成
さ
れ
、
過
去
七
カ
年
聞
の
歴

史
を
も
ち
、
会
員
は
、
小
学
生
三
十
七

名
、
中
学
生
二
十
四
名
、
計
六
十
一
名

で
、
ガ
ツ
ナ
ー
と
し
た
子
供
会
で
す
。

な
お
、
郷
子
供
会
は
、
よ
き
指
導
者

(
各
団
体
長
)
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
が

何
よ
り
の
強
み
で
す
。

そ
こ
で
、
昭
和
三
十
八
年
度
中
に
実

施
し
た
主
な
行
事
を
紹
介
し
ま
す
と
、

四
月
喜
多
灘
の
赤
病
患
者
の
避
病
者

慰
問
親
子
遠
足
(
松
山
方
面
)

交
通
安
全
週
間
に
ち
な
ん
で
、

道
路
に
砂
利
入
れ

六五
月月

紺
<< 
き
に
映
え
る

捧

保

今

坊

に

昭
和
三
十
八
年
九
月
か
ら
、
工
事
を

進
め
て
い
た
、
「
今
坊
隣
保
舘
」
は
、

こ
の
程
、
見
事
に
完
成
、
瀬
戸
内
海
の

紺
ぺ
き
に
映
え
た
こ
の
殿
堂
は
、
コ
シ

写
真
は
、

完
成
し
た

今
坊
隣
保
舘

-
l
r
T
P
r
f
l
i
l
 

舘
で

き

あ

が

る

ク
リ

1
ト
ブ
ロ
ッ
ク
二
階
建
、
延
面
積

二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
。
総
工
費
一
二
百
八

十
五
万
円
で
完
成
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
隣
保
舘
は
、
地
域
住
民
の
融
和

と
、
生
活
の
向
上
を
図
り
、
漁

業
の
近
代
化
と
、
生
活
の
向
上

さ
ら
に
、
環
境
衛
生
な
ど
、
そ

の
指
導
機
関
と
し
て
講
習
会
、

研
究
会
を
関
与
巴
、
地
域
住
民
の

向
上
発
展
を
期
す
る
こ
と
が
、

ね
ら
い
で
す
。

完
成
を
見
た
隣
保
舘
に
は
、

事
務
室
、
相
談
室
、
診
療
室
、

購
貿
室
、
授
産
室
、
管
理
人
室

炊
事
場
、
そ
れ
に
便
所
な
ど

が
完
備
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、

地
域
住
民
の
向
上
と
、
発
展
に

大
切
な
役
割
を
演
ず
る
こ
と
で

し
ょ
う
。〉く

〉く

、ノ〆、

× 

4繋
九八七
月月月

水
泳
に
つ
い
て
の
申
し
合
わ
せ

人
工
呼
吸
講
習
会

夏
休
み
の
反
省

「
母
の
日
」

の
作
文

i璽

五
月
十
日
は
、
「
母
の
日
」
で
し
た

役
場
と
教
育
委
員
会
で
は
、
母
へ
の
感

謝
な
ら
び
に
、
尊
敬
と
、
い
た
わ
り
の

念
を
深
め
、
明
る
い
家
庭
つ
く
り
を
盛

り
あ
げ
る
目
的
で
、
「
母
の
日
」
の
行

事
の
一
つ
と
し
て
、
町
内
の
児
童
生
徒

か
ら
多
数
の
作
文
を
募
集
し
、
慎
重
に

審
査
し
た
結
果
、
八
編
の
入
選
を
決
定

し
ま
し
た
。

入
選
者
は
、
次
の
か
た
が
た
で
す
。

特
選
ひ
ょ
う
ど
う
あ
っ
こ

(
長
浜
小
二
年
松
組
)

日
田
雅
子
(
長
浜
小
四
年
)

窪

俊

一

(

柴

小

三

年

)

菊
地
郁
夫
(
喜
多
灘
小
五
年
)

小
林
裕
見
子
(
長
浜
小
六
年
)

古
中
祥
子
(
青
島
中
一
年
)

大
本
昭
裕
(
大
和
第
二
中
二

年
)

グ佳特
作選" " 

四
月
十
七
日
、
午
前
八
時
に
長
浜
を

出
発
、
二
台
の
パ
ス
で
、
九
十
五
名
が

「
お
天
気
が
よ
く
て
、
何
よ
り
」
の
こ

と
ば
を
か
わ
し
な
が
ら
、
一
路
、
目
的

地
の
小
野
村
自
衛
隊
へ
と
進
ん
だ
。

自
衛
隊
に
つ
い
た
の
は
、
十
時
半
を

過
ぎ
て
い
た
。

一
問
、
食
堂
に
案
内
さ
れ
、
副
隊
長

か
ら
、
「
こ
こ
の
自
衛
一
隊
が
、
近
幾
、

中
菌
、
四
国
、
九
州
、
の
各
地
か
ら
の

新
入
隊
員
の
教
育
隊
で
あ
る
a

」
こ
と

や
、
「
指
導
員
を
含
め
て
の
、
六
百
余

名
の
隊
員
の
平
均
年
令
が
十
九
才
余
り

和一

十
月
砂
運
び

十
一
月
一
二
津
浜
子
供
会
と
親
善
ソ
フ
ト

ル
大
会

十
ニ
月
喜
多
縫
校
と
親
善
ソ
フ
ト
ボ
!

ボ
ー
ル
大
会

三
月
学
習
発
表
会

と
、
な
か
な
か
活
発
に
活
動
し
て
い

ま
す
。今
後
、
郷
子
供
会
の
よ
う
な
立
派
な

子
供
会
が
、
つ
草
C

つ
ぎ
と
、
生
れ
て
く

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

一大

作

議

(1) 

グ
森
川
忠
男
(
白
滝
中
三
年
)

今
月
か
ら
、
入
選
者
の
作
文
を
紹
介

致
し
ま
す
が
、
ま
ず
今
回
は
、
ひ
ょ
う

ど
う
あ
っ
こ
さ
ん
の
作
文
を
紹
介
致
し

ま
し
ょ
う
。

特

選
お
か
あ
さ
ん

長
浜
小
学
校

ひ
ょ
う
ど
う 二
年
松
組
あ
っ
こ

わ
た
し
は
、
お
か
あ
さ
ん
に
、
は
な

し
か
け
る
と
き
「
お
か
あ
さ
ん
、
お
か

あ
さ
ん
ゆ
」
と
、
い
つ
で
も
、
二
へ
ん

よ
ん
で
、
し
ま
い
ま
す
。

す
る
と
、
お
か
あ
さ
ん
が
「
そ
ん
な

に
、
ニ
へ
ん
も
よ
.
は
ん
で
も
、
え
え
の

に
。
」
と
、
い
っ
て
、
わ
ら
う
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
、
な
お
そ
う
と
、
お
も
っ
て

も
、
二
へ
ん
、
い
っ
て
、
し
ま
い
ま
す

の
若
き
で
あ
る
こ
と
。
」
や
、
わ
か
う

ど
た
ち
が
、
お
互
の
親
交
を
深
め
、
自

衛
隊
で
は
、
輝
し
い
希
望
を
体
得
し
i

て

い
か
れ
る
。
」
な
ど
、
大
要
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
、
二
班
に
別
れ
、
隊
内

を
見
学
し
た
。

私
の
属
し
た
、
第
二
涯
の
案
内
者
は

研

鰻

お
か
あ
さ
ん
は
、
ふ
ゆ
、
す
ご
く
、

手
が
、
あ
れ
ま
す
。
お
に
い
さ
ん
や
、

わ
た
し
が
、
せ
な
か
が
、
か
ゆ
い
と
き

「
か
い
て
や
。
」
と
、
い
う
と
、
手
の

ひ
ら
で
、
が
さ
が
さ
な
ゼ
て
く
れ
る
と

.
つ
め
で
か
い
た
ぐ
ら
い
、
き
も
ち
が
よ

、ν
お
に
い
さ
ん
が
、
「
お
か
あ
さ
ん
の

手
は
、
だ
い
こ
ん
お
ろ
し
み
た
い
だ
ね

」
と
、
わ
ら
い
ま
す
。

お
か
あ
さ
ん
の
手
が
、
こ
ん
な
に
あ

れ
る
の
は
、
ま
い
目
、
つ
め
た
い
、
水

で
、
お
す
い
じ
を
し
た
り
、
お
せ
ん
た

く
を
し
た
り
、
ひ
ろ
い
、
お
ふ
ろ
の
、

お
そ
う
じ
を
す
る
か
ら
だ
と
、
お
も
い

ま
す
。わ
た
し
が
、
は
や
く
、
大
会
く
な
っ

て
、
お
て
つ
だ
い
を
し
て
あ
げ
ら
れ
る

よ
う
に
、
な
り
た
い
と
、
お
も
い
ま
す

が
主
で
、
「
食
事
は
一
人
当
り
、
三
千

五
百
カ
ロ
ソ
!
の
栄
養
士
の
献
立
に
よ

る
。
」
と
か
、
「
未
成
年
者
が
大
半
で

あ
る
為
、
禁
酒
、
禁
煙
が
厳
守
さ
れ
て

い
る
。
」
と
か
、
「
訓
練
は
、
相
当
厳

し
く
と
も
、
昨
今
で
は
、
落
伍
者
が
な

い
。
」
と
か
、
「
余
暇
を
利
用
し
て
の

議
中行
村三日
lUTu 

「M
総
本
」
と
い
う
方
で
し
た
が
、
い
か

に
も
物
慣
れ
た
、
世
事
に
た
け
た
案

内
ぶ
り
で
、
終
始
、
微
笑
を
浮
べ
、
ユ

ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
、
た
だ
、
こ
れ
以
上

求
め
ら
れ
な
い
明
る
さ
で
、
詳
し
く
説

明
し
て
く
れ
た
の
は
、
う
れ
し
か
っ
た

隊
員
の
生
活
状
態
に
つ
い
て
の
説
明

権

回』司

/¥. 

ス
ポ
ツ
も
盛
ん
で
、
こ
と
し
の
国
体

に
す
も
う
選
手
が
三
人
も
出
場
す
る
。

」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

構
内
総
面
積
は
、
約
五
万
坪
で
あ
る

と
聞
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
隊
員
の
大
半
が
、
そ
れ

ぞ
れ
、
訓
練
に
出
か
け
、
そ
の
実
際
を

お
か
あ
さ
ん
は
、
め
っ
た
に
、
び
ょ

う
き
し
た
こ
と
が
、
あ
り
ま
せ
ん
。
で

も
、
と
の
ま
え
、
へ
ん
と
う
せ
ん
の
、

ね
つ
を
、
三
十
九
ど
も
、
だ
し
て
、
ね

と
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

し
ん
ば
い
で
、
ゅ
う
が
た
、
お
と
う

さ
ん
の
い
る
、
ゃ
く
ば
に
、
で
ん
わ
を

し
ま
し
た
。

お
と
う
さ
ん
は
、
か
い
ぎ
中
で
、
か

え
れ
な
い
の
で
、
お
に
い
さ
ん
と
、
二

人
で
、
水
ま
く
ら
や
、
ひ
ょ
う
の
う
に

こ
う
り
を
わ
っ
て
、
入
れ
た
り
、
ひ
や

し
て
、
あ
げ
た
り
、
一
し
よ
う
け
ん
め

い
か
ん
び
ょ
う
、
し
ま
し
た
。

よ
く
な
っ
て
か
ら
、
お
か
あ
さ
ん
が

「
た
ま
に
、
び
ょ
う
き
を
す
る
と
、
子

ど
も
に
、
こ
ん
な
に
、
や
さ
し
く
し
て

も
ら
え
る
か
ら
、
い
い
で
す
ね
。
」
と

う
れ
し
そ
う
に
、
お
と
う
さ
ん
に
、
い

い
ま
し
た
。
(
作
文
は
、
原
文
の
ま
ま

掲
載
し
ま
し
た
)
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V
有
線
放
送
電
話
番
号
追
加

つ
ぎ
の
方
が
、
追
加
に
な
り
ま
し
た

〔
長
浜
〕

長
浜
町
農
業
協
同
組
合
日
六
六

O
番
と

六
七
五
番

長
浜
町
商
工
会
H

六
七
七
番

喜
多
海
運
セ
シ
タ
!
事
務
所
H

六
七
八

番
中

伊

兼

吉

四

六

九

番

小

川

兼

蔵

二

一

四

番

浅

田

五

郎

三

六

四

番

戎
商
庖
(
本
町
)
五
九
六
番

見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、

残
念
だ
っ
た
。

階
段
口
に
、
「
日
本
人
の
誇
り
を
持

て
。
」
の
隊
訓
は
、
わ
れ
わ
れ
一
般
人

に
も
何
か
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
あ

っ
た
。見
学
を
終
り
、
正
午
過
ぎ
に
久
米
井

フ
ア
ー
リ
l
温
泉
に
到
着
、
つ
つ
じ
人

形
を
見
て
、
一
ふ
ろ
浴
び
て
、
大
広
間

で
昼
食
を
と
っ
た
が
、
演
芸
が
続
け
ら

れ
て
い
る
の
で
、
さ
す
が
の
、
長
浜
勢

も
、
静
需
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

途
中
松
山
で
、
一
時
間
余
り
下
車
し

て
、
暮
れ
そ
う
で
、
一
一
事
れ
な
い
晩
春
の

夕
陽
が
、
西
の
か
な
た
に
沈
む
頃
、
「

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」
「
ご
苦
労
様

で
し
た
」
を
か
わ
し
て
、
意
義
深
い
、

楽
し
い
研
修
旅
行
を
終
っ
た
。

(
区
長
会
長
浜
支
一
部
長
〉

清

水

遼

式

田

剛

浦
上
チ
ヨ
ノ

高

橋

亮

金

沢

良

雄

宮

本

叶

夫

大
森
八
重
三

浦

上

梅

子

池

浦

秋

男

〔
櫛
生
〕

浜
田
一
貫
主
口

草

川

勝

義

〔
豊
茂
〕

平

井

元

春

稲

田

正

男

〔
大
和
〕

山

岡

亀

市

畦

芳

雄

〔
白
滝
〕

山

下

実

矢

野

菊

市

久

保

直

隆

後

藤

康

徳

〔
と
り
や
め
〕

池
浦
秋
男
(
喜
多
溌
一
一
八
番
)

長
浜
町
有
線
放
送
電
話
番
号
簿
を
、

整
理
し
て
下
さ
い
。

三
八
二
番

三
四
四
番

七
九
番

三
六

O
番

三
八
四
番

五
二

O
番

六
四
七
番

六
九

O
番

五
二
一
番

二
四
五
番

一
九
番

二
三
七
番
五
番

二
八

O
番

九
九
番

五
二

O
番

五
二
一
番

二
一
六
番

四
三
四
番

wv
わ
れ
わ
れ
の

基
本
的
人
権
を
守
る
人

人
権
擁
護
委
員
に

岡
崎
愛
次
郎
氏
(
櫛
生
)

決

ま

る

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う

後
任
と
し
て
、
四
月
一
日
付
を
も
っ
て

大
字
櫛
生
の
、
岡
崎
愛
次
郎
氏
が
、
人

権
擁
護
委
員
に
委
嘱
発
令
さ
れ
ま
し
た

V
本
年
度
の
長
浜
町
公
民
舘

事
業
計
画
決
る

先
般
開
か
れ
た
、
長
浜
町
公
民
舘
運

営
審
議
会
で
、
本
年
度
の
事
業
計
画
が

次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

基

本

方

針

地
域
住
民
に
、
学
習
の
場
と
、
機
会

を
つ
く
り
、
生
産
主
両
め
、
文
化
を
創

造
し
、
民
主
化
を
進
め
る
活
動
を
住
民

の
自
主
性
を
基
調
に
推
進
す
る
。

重

点

目

標

生
産
摂
興
、
生
活
の
合
理
化
、
健
康

の
増
進
を
重
点
と
し
、
特
に
考
え
る
力

実
践
す
る
力
を
強
め
て
ゆ
き
、
そ
の
た

め
団
体
相
互
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
総

合
的
機
能
発
揮
の
体
制
を
強
佑
し
て
、

組
織
的
な
学
習
活
動
を
推
進
す
る
。

施
策
の
重
点

て
生
産
の
振
興

-
生
産
グ
ル
ー
プ
育
成

2

記
帳
運
動
の
推
進

二
、
生
活
の
合
理
化

-
農
休
白
の
設
定

2

部
落
組
織
に
お
け
る
生
活
改
善

の
実
施

三
、
健
康
の
増
進

-
社
会
体
育
の
授
興

環
境
術
生
思
想
の
普
及

2 V
人
事
異
動

。

文

書

課

〔
有
線
広
報
係
〕

(
喜
多
滋
中
継
所
)

臨
時
震
後
藤
レ
イ
コ
(
新
)

(
豊
茂
中
継
所
)

臨
時
雇
都
田
悦
子
(
新
)

〔
文
書
係
〕

書
記
補
横
道
里
見
(
税
務
課
)

O
住

民

課

〔
社
会
年
金
係
〕

(
喜
多
溌
隣
保
舘
)

雇
山
線
カ
ヨ
子
(
新
)

〔
白
滝
保
育
所
)

臨
時
保
母
水
口
多
鶴
子
(
水
按
舘
)

ケ
保
健
係
〕

(
青
島
診
療
所
)

嘱
託
看
護
婦
弘
中
末
子
(
新
)

。
教
育
委
員
会

〔
学
校
教
育
係
〕

(
水
族
舘
)

臨
時
雇
池
田
元
子
(
新
)

〈

V

依

願

退

職

V
大
野
定
子
(
文
書
課
)

V
伊
藤
幸
子

(
喜
多
灘
中
継
所
)
マ
日
野
都
美
子
(

教
育
委
員
会
)

.悦

〈V

き
わ
や
か
な
五
月
の
空
も
深
ま

る
若
葉
の
緑
と
と
も
に
、
そ
ろ
そ
ろ
、

つ
ゆ
が
近
く
な
っ
て
、
夜
の
景
物
、
ホ

タ
ル
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
園

入
梅
は
六
月
十
一
日
。
雨
に
洗
わ
れ
一

る
木
々
の
緑
の
美
は
ま
た
一
し
お
で
す
一

と
こ
ろ
で
、
十
日
の
「
時
の
記
念
日
一

」
に
ち
な
ん
で
、
ど
ん
な
時
閣
の
使
い
陶

方
を
し
た
ら
よ
い
か
反
省
の
機
会
を
つ

く
り
、
そ
し
て
、
近
づ
く
、
真
夏
を
ひ

か
え
て
、
衣
、
食
、
住
と
も
、
準
備
を

整
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〈
〉
暑
く
な
る
と
、
子
供
た
ち
が
、

ア
イ
ス
キ
ヤ
ジ
デ
ー
や
、
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
、
こ
の
ほ
か
、
冷
い
飲
み
も
の
を

ほ
し
が
る
季
節
で
す
。
お
と
な
と
い
っ

し
ょ
の
と
舎
は
、
衛
生
に
も
気
を
つ
け

ま
す
が
、
自
分
で
お
金
を
も
っ
て
買
い

食
い
す
る
と
き
は
、
き
た
な
い
手
で
も

平
気
で
す
。
平
ぜ
い
か
ら
、
お
子
さ
ん

た
ち
に
手
を
洗
う
習
慣
を
つ
け
て
お
き

ま
し
ょ
う
。


